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It is an important theme today to be going to develop town management. And also it is an important theme 
to grips with the aging of society. These theme are a very severe problem in a rural town especially. 
This project is a community project that makes market management and aged society a theme. 
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1.背景・目的	 
地方都市には都市機能の低下・地域活力の衰退が進
んでいる。局地的高齢化が進む地域は、高齢者がひき
こもってしまい普段は誰も人がいないかのように静
まりかえっている。一人暮らしが多く人間関係も希薄
化し孤独死も頻繁にみられる。また、人口減少も並行
して進んでいる地域が多い。	 
	 筆者が生まれ育った北九州市は、政令指定都市では
最も速く人口減少が起きた都市と言われている。高齢
社会のまちづくり、さらにはコミュニティを再生する
にはどうすればよいのだろうか。北九州を敷地と設定
することは、これからの日本の都市が抱える問題のモ
デルケースとして考えることができるのではないだ
ろうか。	 
	 
2.北九州市について	 
福岡県北九州市は、官営八幡製鉄所を中心とした工
業都市として発展し、1965 年、当時の小倉市、八幡市、
若松氏、門司市の五市が合併し、九州で初めて政令指
定都市に認定された。	 
しかし、もともと五市が合併し、「均衡ある発展」
を目指してきた北九州市にとって、200 年以降の「ま
ちづくり三法改正」による郊外型 S.C の増加は、皮肉
なことに郊外化を助長してしまうこととなり、	 
都市部である小倉は衰退し、現在の町中は閑古鳥が
鳴くような状態である。さらには、北九州市は全政令
指定都市の中でも最も高齢化が進行しており（fig.1）、
県内の福岡市と比べても人口の減少が著しい。
（fig.2）	 
	 
本計画では、上記の現状を踏まえた上で、衰退する小
倉をもう一度盛り上げていくことを目的とする。	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 （fig.1）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （fig.2）	 
	 
3.旦過市場について	 
北九州市の衰退したコミュニティを再生する上で
核となる重要な場所はどこか、を考えたところ、小倉
の都市部に旧態依然として存在する旦過市場に巡り
会った。この場所はもともと空き地で周囲に住まう
人々がモノを持ち寄った結果、自然と市場的な盛り上
がりを見せ発展していったヤミ市であることがわか
った。しかしながら、昭和の面影を残すこの市場には
古いが故の問題点が数多く存在する。	 
	 
	 	 
	 	 	 	 （fig.3）	 	 	 	 	 	 	 （fig.4）	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4.脆弱性と再開発	 
現在の旦過市場は、建築の珍しさと活気から、近年、
貴重な観光資源として見直されてきているが、古いが
故に、災害に対する脆弱性を抱えている。過去には数
回火災が発生、衛生面、耐震性にも問題があるが、特
筆すべきは水害である。	 
隣接する神獄川は、川下に位置する旦過市場周辺で
数年に一度の頻度で氾濫を起こすため（fig.5）、治
水面の早急な解決策が望まれている。	 
	 
	 	 
	 	 	 （fig.5）	 	 	 	 	 	 	 （fig.6）	 
	 
そのような状況の中、浮上したのが 02 年から本格
化した再開発計画である。タワーオフィスと市場で構
成された、この計画案は、市場の新築費用を地上 30
階以上となる高層棟の収益で補おうと下が、北九州市
の第三セクターが運営していたコムシティの破綻な
ど、リーマンショック以降の経済状況の悪化をうけ、
この計画は白紙撤回されている。（fig.6,fig7）	 
しかしながら、再開発計画自体は依然として残って
おり、今後の進展が注目される。	 
1,2 で述べたような北九州市や小倉の現状を考慮した
場合、このような再開発計画のように、他者に賃借す
ることで利益を得る手法は限界だと考えて良い。	 
	 	 
	 	 （fig.6）	 	 	 	 	 	 	 （fig.7）	 
	 
5.設計ダイアグラム	 
複雑な地割りや密度感によって生まれた独特の空間
性や親密さ、水上建築などが見られる点は今後も引き
継ぐべき地域のコンテクストだと考える。  
	 本設計では、空間や密度感に関わってくる地割りを
残しながら更新していく。（fig.8）	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6.全体計画  
	 これまで駐車場だった場所に（ fig.9）広場を設け、
水をひきこむことで、買い物客だけでなく駅前利用者
を引き込みながら、計画をしていく。（fig.10）  
 
	 	 	 （fig.9）	 	 	 	 	 	 	 	  （fig.10）  
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